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2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

(2)その他の事業

事業名 内 容 実 施
日 時

実 施
場 所

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び

人   数
支出額
(千円)
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ず1年度  特定非営利活動に係る事業 会計収支計算書

訓年 4月 1日から2ヽ年 3月 3ノ 日まで
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特定非営利活動法人
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補助金等収入
地方公共団体補助金収入
民間助成金収入
寄付金収入

の他資金収入の部
固定資産売却収入
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5 その他収入
利息収入
任意団体からの繰入金
6 その他の事業会計からの繰入
経常収入合計

Ⅱ 経常支出の部
1 事業費
(1)         事業費
(2)         事業費
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その他の資金収入合計
その他資金支出の部
1 固定資産取得支出

その他の資金支出合計

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

額金日
Ｈ科

Ⅳ



V
(正味財産増減の部)
正味財産増加の部
1 資産増加額
当期収支差額 (再掲)

2 負債減少額

増加額合計

正味財産減少の部
1 資産減少額
当期収支差額 (再掲)(マイナスの場合)

2 負債増加額

減少額合計

当期正味財産増加額 (又は減少額)

前期繰越正味財産額

当期正味財産合計

(注記)。・・・・備考の 5を参照

(備考)
1用紙の大きさは、日本工業規格A列 4番とする。
2タイトルの年度の後の空欄部分には、「特定非営利活動に係る事業」、又はその他の事業を行う
場合にあっては、「その他の事業」と記載し、事業毎に区分して別葉として作成する。

3定款上、「その他の事業」に関する事項を定めている場合は、前事業年度に実施しなかつた場合
でも収入支出0円の収支計算書を作成する。
4「事業費」とは、法人の事業の実施のために直接要する支出で、管理費以外のものをいい、会計

処理上は、事業の種類毎に区分して配載する。事業費の例としては、「00事業費」(注 当骸事
業の実施のために直接要する人件費・交通費等の費用が含まれる。)というように事業毎に配載

する。
5重要な会計方針等を計算書類に対する注記を欄外下に記載する。
(重要な会計方針とは、原価償却の方法及び資金の範囲等をいう。)
6管理費の支出規模 (管理費の合計)は、総支出額 (事業費及び管理費の総計)に占める割合の
2分の1以下であることが必要。(事業費>管理費)
(詳しくは東京都における運用方針参照のこと。)
7特定非営利活動促進法第5条第1項により、その他の事業において収益を生じたときは、これを
特定非営利活動のために使用しなければならないとあるので、その他の事業の収益は特定非

営利活動に係る事業会計に全額繰り入れることが必要。

(詳しくは東京都における運用方針参照のこと。)
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書式第 11号 (法第 28条関係)
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′:冒L 会計貸借対照表

お 年3月 31日現在

特定非営利活動法人地シ萩総ハ型雇麟美琳 ッゝクラガ

科
日

【 金 額  (単位 :円 )

I 資産の部
1 流動資産
現金預金

未収入金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産
地

物

土

建

車両運搬具

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
短期借入金

預り金

流 動 負 債 合 計

2 固定負債
長期借入金

退職給与引当金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計
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書式 10号 (規則第 11条関係)

え年度 会計財産

う年3月 3ノ日現在
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L亜.圏

布離メモ々ボトソフラ特定非営利活動法人
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科
日

【 金   額  (単位 :円 )

資産の部
流動資産
現金預金

現金
普通預金

未収入金
未収会費

1

流 動 資 産 合 計

2 固定資産
地
物
土
建

車両運搬具

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
短期借入金
預り金

流 動 負 債 合 計

2 固定負債
長期借入金
退職給与引当金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産
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書式第 20号 (法第 23条関係)

役員名簿及び役員のうち報酬を受ける者の名簿
/1か、矛¢ 3年 さ月3′日現在

特定非営利活動法人地域総合型椎の美スポーツクラブ

役 名
(フ リガナ)
氏   名

報酬の有無 役職名等

１

■ 理事
ヤマガタテルコ

山縣てる子
盤 晨嬰踵拳

2
り じ
理事

いづみや  ごヂ
泉谷  剛

〕

無

さとう

3
り じ

理事 覆操畿書
む
壺E

4
り じ

理事
モ ね だ 0いち
曽根田康― 蕪 晉1膿蓮拳

5
り  じ

理事
おおもり あきこ
大森 昭子

轟
ぶんかぶ_ち ょう

文化部長

ハ
０

り  し

理事 習積翼壁 轟 経題蔀長

7
り じ

理事 員I爵 業臭 轟
けい,た_ん とう

経理担当

8
り じ

理事
やましたえ り こ
山下江里子

む
4□E 篠霧1担雪

9
ワ じ
理事

おかた  み か
岡田 美香

轟 撃桑駐雪

10 理事 長橋けい子 無 窪運堕誓

1■

11
り じ

理事
あ べ  しんお
阿部 員夫

曇

■2

12
り  じ

理事
よこた よしひろ
横田 喜廣

轟

８

Ｑ
υ

かどわき まさと
潤脇 雅人

む

無

14 理事
盤

15 理事
盤

16 理事
征

17 監事
4睡

18 監事
`腱



'書式第 20号 (法第 23条関係)

オi瀬 ジι 報酬を受ける者の名簿
/≧洋`ぃ。二年さ月δ′日現在

特定非営利活動法人地域総合型椎の美スポーツクラブ

役 名
(フ リガナ)
氏  名

■ 理事
ヤマガタテルコ

山縣てる子

2
り し
理事

いづみや  ごI
泉谷 剛

さとう

3 鋒
さとう せいせい
佐藤 成世

4 羞拳
毛 お だ

=多
いち

曽
・
根田康―

5
り じ

理事
おおもり あきこ
大森 昭子

6 違拳
せきね えしヽいち

関根 英一

7 違拳
こじま あけみ

小島 朱美

8
り じ
理事

やましたえ リ ニ
山下江里子

Ｑ

）

り し
理事

おかだ  み か
岡田 美香

10 理事 長橋けい子

■1

11
り し
理事

あ べ  しんお
阿部 員夫

２
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１
１
エ

り し

理事
よ こた  よ_し,多

横田 喜廣

■3

13 暉 f額 濯貨

14 理事 無

15 理事 無

16 理事
4整

17 監事 無

18 監事 無
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